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1．は じめ に

　労働 災害は 不 安全 状 態 と 不 安全行 動 が 重 な る こ と で 起 こ

る と考え られ る。従 っ て 、労働災害 を防止 す るた め に は、不

安全 状態を な くす とい うア プ ロ
ー

チ と不 安全行動 を な くす

とい うア プ ロ
ー

チ が あ る。本研 究で は、不 安全 行動 を防止 す

る とい うア プ ロ
ー

チ の 中で 、意図 的な安全基 準遵 守違 反 を肪

止 す るた め の 手 段 につ い て 考察 す る。一
例 と して 、無 資格運

転の 防止 を取 り上 げる。

2，不 安全 行動

2 ．1　 不 安全行動 の 種 類

　厚 生 労 働省 で は、製 造業、建設 業 な どの 業種 ご とに 労働 災

害 の 事 故 の 統 計 を と っ て い る が、そ の なかに 不安 全行 動 ご と

の 災害 件 数 も あ る。表 1 に そ こ で 用 い られ て い る 不 安全 行動

の 分類 を示す 。 こ の 表 の よ うに不 安全行動 に は い ろい ろ な も

の が あ る。人 間 の行 動 に 関わ る も の な の で、不 安全 行 動 の 防

止 に は 人 間 に 対 する対策 が 必 要 と なる。一番に思 い っ くの は

教育訓練で あ る。す なわ ち 、作 業者 に 行 っ て は い け ない 、あ

るい は す べ き こ とを指示す る とい う形 態 で あ る。しか しな が

ら、現 実 に は 近 道 す る等 の して はい け ない とい われ た こ とを

行 うこ とも少 な くな く、災害 につ な が っ て い る。

2 ．2 　 不 安全 行 動の 設備 的 な防 止 手 段

　既 に述 べ た よ うに不 安全行 動 を確 実 に 防止 す るた め に は、
人 間の 教育 訓練 の み で は 不十 分 で あ り、機 械 設備 等 に よ る 防

止 手段 も必 要 とな る 。 特 に 本稿で 対象 と して い る よ うな悪 い

と分 か っ て い て 行 う不 安 全行 動 に 対 し て は 別 の 対 策が 必 要

で あ る 。

　表 1 に 示 す よ うに 不 安全行 動 の うち に は 、服装 の 誤 り等 人

間の 動作で 完結す る もの もあ る が、多 くの 場合、機械 の 操 作

や移動等の 機械や環境 との 相互 作用 が あ る。こ の よ うな場 合

に は 、設備 的 な 対 策 に よ る不 安 全行 動 の 防止 の 可能性 が あ る。
すな わ ち、図 1 に 示す よ うに 機械や 設備 に よ っ て 人 間 の 行 動

に フ ィ ル タ
ー

を か けて
一

定 の 人 間の 行 動 し か 可能 で な い よ

うに す る とい うこ と で あ る。具 体的に は、操 作 装置 を 工 夫 し

て 不 正 な操 作 を受 け 付 けな い よ うにす る とか、柵 等 を設 け 、
進 入 して は い け ない 場 所 に は物 理 的 に 進 入 で き ない よ うに

す る、ある い は、ふ た に特殊 なね じ を用 い て 専 門 の 工 具 を 用

い ない と取 り外 しで き な くす る 等 の 手段 が あ る。

2 ．3　 不 安 全行 動 の 管 理 的防止 手 法

　 しか し、機 械 設備 の み で 十分 か とい うと、意図的 な行 為の

場合 に は 、十分で は ない 。そ れ は、金 庫破 り等 の 犯 罪行 為 を

考 えれ ば 明 らか で ある。禁止 され て い る こ とで も、そ の 行 為

か ら利 益 が得 られ れ ば行 う人 間 は い る し、人 問 が 考え る い か

な る防止 手 段 で も、それ を破 る 人 間 は 出て くる。しか し、完

璧 な 鍵 で な くて も、泥 棒防止 に は 有 効 とい われ て い る。す な

わ ち、泥 棒は その 行為が 見 つ か るこ とを嫌 い 、そ の た め、5
分以上 か か る 場合に は 侵 入 を止 め る と い う。す なわ ち、泥 棒

は鍵 とい う設備的手 段 と と もに、警察 とい う管理 的な 手段 に

よ り防止 され て い る。不 安全行 動 の 防止 に おい て も、監督者

等 の 他 人 が 見 て 不 安 全 行 動 で あ る こ とが す ぐ分か り注 意で

きる体 制 は不安 全行 動 の 防止 に 有効で ある。

2 ，4 　不 安全 行動 を行 う要因

　不安 全行 動 の 場合、犯 罪 と異 なっ て 意図的 な もの で あ っ て

も、事 故 を起 こ した い わ け は で は ない の で 、悪 意が あ る とは

思 えな い 。 単に 面倒 くさい とい う程度の 意識 だ と思 われ る。
従 っ て 安 全 な行動 をや りやす くす る こ と で も、不安 全 行動 を

防止 で き る。逆に、柵や操作装置 の 工 夫 は 不安 全行 動 を行 う

た め の 負担を増 や し て 、安全 な 行動 を とらせ る もの と考 え ら

れ る。

表 1　 不 安全 行 動の 分類

安全装置等を 無効に す る

安 全装置の 不 履行

不 安全 な放 置

危 険な 状態 を作 る

機械，装 置 等の 指定 外 の 使 用

運 転 中の 機 械，装置 等 の 掃 除，注油，修理 点検等

保 護 具，服 装 の誤 り

危 険場 所等への 接 近

その 他の不 安全 な行為

運 転 の 失敗 （乗 物 ）

誤 っ た 動作

そ の 他及 び 不安 全 な 行勦 ・

分類 不能

表 2 　不 安 全行 動 の 防止 手 法

安全 な行動 を容易 に する。（意 図の 防 止 ）

行動 を 制 限す る。（行 為 の 防止 ）

物 理 的隔離 （効 果 の 防止 ）

不正 の 明示 と管理

人間の 行 動 广
フ ィ ル ター

安全 な 行動

機械 の 操作 操作装 置

移動 柵・
囲い

強固な機械
機械 の 取 扱

　分解等

　そ 爾他
安 全な行 動

不 安全 行動
物 の 取 柵

図 1　機械設備 に よ る不 安全行 動 の 防止

日 本機械学会［No．05〔〕−5］関東支部第．1回埼玉 ブ只ック大会 （講 演 会 ）講演論文集（！05．1．1．25，さい たま市｝、

一 187一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Mechanical Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Meohanioal 　Engineers

3．無 資格 運 転

3 ．1　 安 全 上 必 要 な 資格

　安全 に 作業 を 行 う上 で 、一
定 の 知 識 ・技能 や 経 験 が 必 要 な

もの は少 な くな い 。厚 生労 働省 で は 、これ ら の 作業に っ い て、
法令 で 定 め て い て 、そ の 作業 に 従 事 す る 者 に

一
定 の 資格 を 要

求 して い る。資格は 、作業 の 危 険性 に応 じて表 3 に示 す よ う

に特 別 教 育か ら免許 まで 3 段 階 に 分 か れ て い る。例 え ば、ク

レ
ー

ン に っ い て は、大 型 の もの ほ ど上 位 の 資格 が 必 要 と な る。
ま た、資格 の 対 象 と な る 作業 は 、各 種 の 作 業 に お い て 指揮 を

行 う作 業主任 者 の 作 業や ク レ ーン 等 の 機 器 の 運 転 が あ る 。

　 こ れ らの 資格 は、国か ら認 め られ た 指定 教 習機 関や 指定試

験機 関が、技能 講 習 の 修 ∫試 験や 免 許 試 験 を行 っ て 、受講 者

や 受験 者 に 発行 し て い る。特 別 教育は 各事業者が 行えば よ い

も の で ある が、一般 的 に は指 定教 習機 関が 代行 して い る。

3 ．2 　無 資格運 転に よ る災害

　ク レ ーン や フ t 一ク リフ ト等 の 運 転 は 前 述 した 資格 が 必

要 な 作業 で あ る。こ れ らの 機 械 は 大 きな エ ネ ル ギ
ー

を持 っ た

め 、謝 っ た操作に よ っ て 災害 と な る。
　本研究所で 入 手 し た 1992 年 か ら 10 年 間 の 建 設業 の 災害 事

例 の うち 無 資格運 転 で あ る こ とが明 記 され た災 害 を分類 し

た もの を、表 4 に 示 す。また、足場 の 組 み 立 て 作 業 主任 者 等、
建 設 業 に お い て 資格 が 必 要 な作業 が 多い が、大 き な工 事 で は

作 業主任 者 を確保す る 管理 が な され て い る た めか 、事 故原 因

で こ れ らが 無資 格者 と明 記 さ れ た も の は少 な い 。無資格 に よ

る 災害 は、ク レ
ー

ン や 建設 機 械 の 運転 に 多い 。

い て 検討 し て い きた い 。

表 3　作業で 必 要な 資格

特 別教 育

　核燃料物質等取 扱業務 特別 教育

　ク レ
ー

ン 取扱 い 業務等 特別 教 育

　高気圧業務特別 教育

技 能講 習

　 各種 の 作 業 主任 者 の 技能 講習

　　足 場 の 組 立 て 等 作 業 主任 者技 能講 習

　運転 操 作の 技 能講 習

等

等

　車 両 系 建設機 械 （解 体 用 ）運 転技 能 講 習　 等

危険作業従事者 向 け技能 講習

　　E 掛 技能 講習

免 許

　各種 の 作業主 任者 の 免許

　　エ ッ ク ス 線作業 主 任者 免許 　等

　 運 転操 作 の 免 許

等

ク レ ーン 運 転 士 免 許 ・移 動式 ク レ
ー

ン 運転 士 免許
・デ リッ ク運 転 士 免 許 　 　 　 　 　 等

3 ．3 　 無資 格 運 転防 止 シ ス テ ム

　シ ョ ベ ル カーや フ ォ
ーク リフ ト等の 機械 の 運 転は 、機械 を

介 して 作 業 を行 うもの で あ る の で 、操 作装 置 に チ ェ ッ ク機 能

を付加 す る こ とで 無 資格 者 を排 除 で き る可 能性 が あ る。そ の

た め に は、操作 者 の 資格 の 有無 を知 る 必要 が あ る．
　前述 した よ うに、資格は 各所の 試 験機 関や 教習機 関 が個別

に 発 行 して い る が 、中央 災害防 止 協会 で こ れ らの 技 能講 習 を

ま とめ た 修 了書 を発 行 し て い る。また、建 設 業 に 限れ ば、建

設 IC カ
ー

ドと い う名 前や 資格 等 の 各作 業者 の 個人 情報 （表

5 参照 ）を記録 した 電 子 化 さ れ た 身分証 明 カ
ー

ドが あ り、一

部 の 事 業所 で 使 用 され て い る．こ の よ うな IC カ
ー

ド を キ
ー

の 代 りに 用い る こ と で、無 資 格者 の 運 転が 防止 で き る。
　 鍵 が あ っ て も泥棒 が入 る よ うに、こ れ を用 い て も完 全 と は

い えない 。カ ードを貸す 可 能性 もあ る．最 近進 展 し て い る指

紋認証 装 置等 の 個人認 証 装 置 を用 い れ ば、技 術的 に は カ
ー

ド

所 有者 の 特 定 も 可 能 で あ る。不正 使 用 を外 か ら分 か る よ うに

する 手 法 と し て カード所有者 の 顔 を 表示 す る こ と も考 え ら

れ る が 、遠 くか ら顔 を 見 分 ける こ とは 困 難 で あろ う。
　 な お 、建 設 IC カードの 場 合 に は 、トラブル 時 の 処 理 の た

め マ ス タ
ー

カー ドを 用 意す る こ と に な っ て い る。こ の カ
ー

ド

が 誰 に で も使用 で き る 状態で あれ ばカ
ードシ ス テ ム は 意味

をな さ な い 。こ の 点 か ら も、管理 シ ス テ ム の 必 要性 は な く な

らない 。
　 なお、資格 が す ぐ に とれ る わ け で は な い し、こ れ らの 機械

が安 全 に な り資格 が 不 要 に な る わ け で もな い の で 意 図 の 防

止 は 有 効 で はな い 。

表 4 　 無資 格 運転 に よる 災害

4 ．おわ り
』
に 　 　 　 　 　 　

’

　意 図的 な 不安 全行 動 の 防止 対 策 として 、無資 格運転 の 防止

シ ス テ ム を例 に あ げて 検討 し た。今回 は 事故 事例 も多 く、一

部 で 対 策 も 行 わ れ て い る 建 設 機 械 や ク レ ーン の 無 資 格 運 転

につ い て 考察 した が、同様な シ ス テ ム は、プ レ ス の 操作等 に

お い て も可能 と思 われ る。今 後 も、不安 全行 動 防止 技術 に つ

死 傷者 合計

資格

被害者

　 　 　 　 　 　 　本 人 、
本人 　 同僚　 同僚

ク レ
ー

ン ／ 玉 掛 け

シ ョ ベ ル

フ ォ
ー

ク リフ ト

ブル ドーザー

シ ョ ベ ル ロ
ー一ダ ー

ロ
ー

ラ
ー

不整 地運 搬 車

高所 作業車

車 両系建 設 機械

ガス 溶 接／ 溶 断

16　　　 108

　　 　152

　　　 62

　 　 　 01

　 　 　 12

　　　 11

　 　 　 3　 　 　 　 3

0　　　 0　　　　 2

1　　　 0　　　　 0

2

表 5 　建設 IC カ
ー

ドの 記 録情報

　 基 本情 報 ：ID番 号、氏名、発行 年 月 目、性別 な ど

，　 個人 情 報 ：現 住 所、緊急 連絡 先、保 険 ・年金 等、健 康

　　　　 診断情報な ど

　 免許 ・資格 ：免 許
・資格 コ

ー
ド、免許 番 号、有効 期 限

　 　 　 　 な ど

　 特別 教育履修 ：特 別教育名、実施 日等

　 現場 履歴 ： 過 去 12現 場 の 履歴 が 蓄積 され る。機 械 オ

　 　 　 　 ペ レ
ー

タに も使 用 で き る

　 入退 記 録 ：最 大50件 の 入 退 記録

　 機 械 情 報 ： 機械 管 理 等 に 自由 に使 え る エ リア

　 フ リ
L−・・

＝ リ ア ： 現 場 で 自由 に 利 用 で き る エ リア

参考

建設 IC カr ド　ht ・〃www 　ic−card 。r
’
tiecardlicc：ht皿 1
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